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・・・建物レスキューＡＳＰサービスの導入方法・・・ 
 
建物レスキューＡＳＰサービスとは、 

お客様側でデータベースサーバーを構築せず、ＡＳＰサービス提供者であるＦＭシステムにてサ

ーバーを提供するタイプの利用形態です。 

 

お客様のメリットとしては、以下があります。 

 ・利用料を月額支払となるため、イニシャルコストを抑えることができます。 

 ・サーバーの構築や運用管理の手間がかかりません。 

 ・サーバーのバックアップや点検はＡＳＰサービス提供者側が行います。 

 

 

１．ＡＳＰサービスの利用手順 

 

①ＦＭシステムに建物レスキューＡＳＰサービスの申込みを行う 

当社指定の申込書に必要事項を記載し、ご送付いただきます。 

 

②VPN（NTT コミュニケーションズ「GroupVPN サービス」）の工事を行う 

お客様の社内ネットワーク環境に新たに、Bフレッツ回線を導入し、VPN専用ルーターを追加

します。当社にて VPN の工事手配を行います。 

 

③ファイルサーバーを設定する 

建物レスキューを利用するためには、クライアントＰＣからアクセス可能な共有のファイルサ

ーバーが必要となります。 

共有するファイルは、帳票テンプレート、通話音声、まいく郎用ファイル、などです。 

 

④クライアントＰＣに利用したいアプリケーションをインストールする 

インストールＣＤより利用したいアプリケーションをインストールします。 

接続確認は「３．クライアントＰＣの設定方法」をご参照ください。 
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３．クライアントＰＣの設定方法（例） 
 
お客様の社内ネットワークの環境例： 

 

ネットワークアドレス帯：172.16.0.0/16 

→割り当てられるＩＰアドレスが「172.16.XX.XX」 でサブネットマスクが「255.255.0.0」の場合 

ちなみに、ＩＰアドレスが「192.168.0.XX」 でサブネットマスクが「255.255.255.0」の場合は

「192.168.0.0/24」となります。 

 

デフォルトゲートウェイ：172.16.0.1 

→社内で通常利用しているゲートウェイ（仮定） 

 

DHCPサーバー：有効 

→IPアドレスを自動取得します。 

 

①社内のＰＣのネットワーク設定（TCP/IPのプロパティ）は下記のようにDHCPによってIPアドレスが自

動付与されているものとします。 
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②また、「代替の構成」も同様にDHCPによってIPアドレスが自動付与されているものとします。 

 

 

 

③詳細設定画面も同様に、初期値の状態とします。 
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④プログラム→アクセサリよりコマンドプロンプトを起動します。 

 

 

 

⑤コマンドプロンプトが起動します。 
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⑥コマンドプロンプトにて、VPNルーターのゲートウェイ（例では172.16.0.3）を経由してＡＳＰサービス提

供者のサーバーのＩＰアドレス（例では10.10.0.4）に接続するルート情報を加筆します。 

 

入力するコマンドの文例は以下の通りです。 

一番最後の0x10003は、インターフェイスの指定ですので、ＰＣによって違う場合があります。 

 

「  route –p add 10.10.0.4 mask 255.255.255.255 172.16.0.3 metric 1 if 0x10003  」 

          Ａ                    Ｂ            Ｃ 

 

Ａ：ASPサービス提供者のサーバー 

B：VPNルーターのゲートウェイ 

C：ネットワークインターフェースの指定 

 

ネットワークインターフェースは、 

 

「  route print  」 

 

とすると表示されます。 

 

\route print 

=========================================================================== 

Interface List 

0x1 ........................... MS TCP Loopback interface 

0x10003 ...00 13 21 d3 4b ed ...... Broadcom NetXtreme Gigabit Ethernet    ← ここ 

=========================================================================== 

=========================================================================== 

Active Routes: 

Network Destination        Netmask          Gateway       Interface  Metric 

          0.0.0.0          0.0.0.0     172.16.0.254     172.16.3.52       10 

        10.10.0.1  255.255.255.255       172.16.0.3     172.16.3.52       1 

        127.0.0.0        255.0.0.0        127.0.0.1       127.0.0.1       1 

      169.254.0.0      255.255.0.0      172.16.3.52     172.16.3.52       30 

   172.16.255.255  255.255.255.255      172.16.3.52     172.16.3.52       10 

      192.168.0.0    255.255.255.0     172.16.0.254     172.16.3.52       1 

     192.168.30.0    255.255.255.0     172.16.0.254     172.16.3.52       1 
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⑦コマンドプロンプトの入力イメージは以下の通りです。 

 

 

 

 ※追加したルート情報をクリアすル場合はのコマンドは以下の通りです。 

 

 「  route –f  」 
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⑧プログラムより「建物レスキュー」→「基本設定」をクリックします。 

 

 

⑨データベース、K-Serverのサーバー名、データベース名等、プロバイダより送付された必要情報を入

力します。 

 

⑩データベース、K-Serverとも「接続確認」ボタンをクリックし、正常に接続されているか、確認します。 
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※参考 

「接続確認」に失敗した場合、コマンドプロンプトからＰＩＮＧにより通信確認する必要があります。 

 

①プログラム→アクセサリよりコマンドプロンプトを起動します。 

 

 

②コマンドプロンプトが起動します。 

 

 



 10

③以下のコマンドを入力し、Enterを押します 

「ping 172.16.0.3」 →お客様側のGroupVPN用ルーターのIPアドレスを指定 

「ping 172.16.0.1」 →お客様側の通常のデフォルトゲートウェイのIPアドレスを指定 

 

「ping 10.10.0.4」 →ASPサービスサービス提供会社側のサーバーのIPアドレスを指定 

 

 

 

④結果として 

「Replay from 172.16.9.3 : bytes=32 time<1ms TTL=64」 

のように返答があれば通信が成功していることになります。 

 

「Request timed out 」 

のように返答があれば通信が失敗していることになります。 

 

これらの通信試験結果をもとに、接続失敗の原因を検討することになります。 

 


